










匝けムエル・ナイト

ここ10年 ほどの間に全国あちこちの教会で、教会に一泊する子 どもた

ちの信仰教育プログラムとして有名になったのが、この「サムエル・ナ

イ ト」です。

これは、10年以上の準備を経て、1985年に稔台教会 (東教区・千葉県

松戸市)で始められた「信徒子弟の信仰養育」プログラムです。その 6

年間の実践記録が、宣教百年記念事業室から出版され、全国に広が りま

した。その目的はこうです。

(1)キ リス ト教信仰を共有する子 どもたちの交わ りと生活のなかで、聖

書・教会・ そして信仰について、知的にまた、体験的に学びます。

(2)日 常生活において、クリスチャンとして生 きる生活習慣、また倫理

的、道徳的なことを、相互に学びます。

(3)こ のような子どもたちの信仰の交わりは、楽しい生活共同体であるこ

とを体験的に学び、同時に、生きている時代や社会に対して、果たす

べき責任をもっている信仰共同体であることを学びます。こうして、

目を世界に開きます。

(4)こ うして、子 どもたちの信仰の養育をはか り、小児陪餐の準備、堅信

への準備、洗礼への導きとなるようにいたします。

(5)「福音を世に伝え、世に仕える神の民」

として、子どもたちを献身の信仰へと導

くようにいたします。

こうして、教会員の子 どもたちおよび両

親の希望する者 (小学生および中学生、高

校生)と大人たちで毎月 1回、土曜日午後

から教会に集まり、生活を共にしながら信

仰をしっかり学ぶユニークな活動が続けら

れ、多 くの青少年が育ちました。

そのカリキュラムとプログラムを含めた

6年間の実践記録「サムエル・ ナイ ト」

(B5版 220頁)と ビデオ (35分)は 宣教室

で入手できます。ぜひ参考にして、子ども

たちへの信仰の継承に励みましょう。
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おわりに

ある教会の修養会のときでした。テーマは「信仰継承」。いろいろな

世代の方々が、その考えや意見を述べていました。そして、最後に一人

の青年が証 しをしました。 2代ロクリスチャンである彼の証 しは、次の

ようなものでした。

「私は、自分の親から信仰を受け継いだ、継承されたという実感はあ

りません。しかし、同じ信仰を共有 していると思います。私たち親子が

たった一人の同じ神様を信 じているということを、私は感謝 していま

す。信仰を継承するということは、信仰を共有することではじめて生か

されると思うのです。」

信仰の継承 とは、何かを教えることではな く、同じ信仰 を共有するこ

とだと思います。受け継 ぐと考えるよりも、自分たちの親、祖父母、い

や、そのずっとずっと前の方々と同じ信仰を持ち、今生きている私たち

の中でそれが生かされているということです。

また、アメリカでの研修で、次のような言葉 を聞きました。「今、教

会にいる若者は、未来の教会なのではなく、今の教会なのです。」

私たちは、未来の教会のために次世代を育成 しているわけではありま

せん。今の教会だからこそ、この働 きを支えていきたいと思っているの

です。すでにTNG委員会の活動を通して多 くの実を与 えられていま

す。この全体教会の働きの中に各教会の子 どもたちを送 り出してくださ

ることだけでも、教会は、もっと豊かに成長 していくことができます。

あなたの教会が「信仰継承なんてとても手がまわらない」 と思っておら

れるのであれば、ぜひお声をかけて ください。TNG委員会をはじめ、

全国にあるネットワークを通してお手伝いいたします。

あなたの教会 もこの動きに参加 してください。また、あなたの教会で

のプログラムを教えてください。信仰継承のために、お互いに手を取 り

合って「いなご豆の木」を植えようではありませんか !そ の本には、神

様が必ず実をつけて くださるのです。LAOS講座を学んだあなたと、

あなたの教会はすでに信仰継承の苗木を持っています。次にできること

は、その苗木を植えることです。
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